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ĉ
.̂d, 

- 

■
■ 

- 

J
.
.

■
■
---
1-
■
I-
卜lj
-
- 
! 

-
v 

r
.
-
i
-
.
t 

y

n

y

y

H

y

H

i

H

y

H

.

な
れ
典
®
は1

0
大
な
る
誤
な
り
。
勿
論
人
類
は
或
權
獸.V

等
し
き
方
法
に
於
て
其
©
存
在
を
表
す
も
の
也
OJ 

の
關
節
動
物
の
对
す
る
驚
嘆
す
对
き
產
卵
の
本
紙
を
有cw

.  Jam
es':  T

alks  T
o

 Teach
ers  O

n  P
sych

o
lo

g
y

.
: 

甘
^
^
す
る
も
器
し
吾
人
が
人
類
>
し
哺
乳
類
ど
を
此
較
，
3
0*
&.

召.
4
3-
4
4)

, :

:

せ
ん
か
苔
人
は
人
類
が
如
何
な
る
他
の
哺
乳
類
に
出

>

■

'

:

ジH

丨
ム
ス
，
の
斯
が
る
考
察
は
旣
に
吾
人
が
前
稿
.に 

‘

る
も
遙
か̂

多
く
の
，事
儆
の
存
在
^ '.

侬
て
在
右
せ
：ら
れ!

|:

於
、て
一
言
せ
し
處
に
レ
て

r

A

は
先
づ
實
際
的
動
物
也

』 

易
く
然
も
此
等

.

@
«

物.

^

對
す
る
其
反
動
も
著
し
ぐ
特

’：
一
と
す
る
彼
の
思
想
は
人
類
に
於
け
，る
理
性
の
發
賧
を
說 

.

殊
的
に
し
て3 :
0.

旣
定
的
な
る
を
認
め
ざ
る
| :

得.

す

。.

'

け
る
彼
の
記
述
の
中
比
明
な
り
。.

.

，.
猿
類
敗
k
類
人
猿
の
み
が
彼
等
の
分
析
的
好
奇
心
及
び.『

A

f

漸
次
進
化
に
よ
つ
で
下
等
よ
り
高
等
に
移 

.
摸
倣
性
の
廣
汎
ぶ
る
に
於V

:

入
類
に
追
従
す
る
を
得
る
&
行
け
る
下
等
|6
'
物
を
其
の.
祖

贫

ざ

ル

^

^

化

し

た

る 

:
唯
，1
の
動
物
れ
り
。
眞
^
人
類
の
：本
能
的
衝
動
は
を
の\

も
の
に
し
て
此
等
の
祖
先
に
花
>
て
は
純
然
ん
る
锞
知 

.

■秀
れ
为
名
推
理
的
能
力
：に
侬
名
：

a
:

次
敗
反
作
用
に
因
T

一 

は
拾W

#

す
る
事
^
1
、，.
又
：其
の
精
神
ミ
稱
す
可
き
も 

；

羅
は
名
>
と
1

ー
日
へ
斯
く
し
て
人
類
は
單

k
本
能
的
行|

の
：が
何
等
か
の
職
能
を
ii
i
か
た
5
ど
せ
ば
、
そ
は
優_

.

動
の
形
體
を
失
ふ
た
止
ま
り
，本
- «

の
生
活
は
喷
彼
等
の
：

を
し
，て

.
«

滅
を
免
れ
じ
め

.
ん
：が
爲
め■
に
外
界
よ
ヶ
受
く

.  

內
部
に
於
て
他
の'
形
體
k

假
託
す
る
，の
み

•
に
て
決
しV

.

る
印
象
に
彼
等
の
：行
動
：を
適
合

.

せ
し
む
る
十
個
の
器
.官 

.

揹
滅̂

允
る.

に
非
#

。
而
し
：て
屢
い
蠃
弱
性
及
び
瘋
癫

V  

:

た
b

し
な
ふ
ん
。
一
當
初
に
於

.

て
*

識.

は
生
物
學
的f c

完
：
 

性
に
於1 :

發
す
る̂

如
く.

高

等

な
'5

頭
腦
の
職
能.

の

中
'
:
:
全
«

る
ニ
形
體
に
於
：け
名
：附
議
的
一
物
化
邀
ぎ
ざ
り
し 

絕.

せ
る
時
に.

在
り
：て.

は.

彼
等.

の
本
能
は
柱
：々

實
K

野

生

も
'0

の
如
ズ
夫
が' *
し
効
益
ぁ
；る
行
爲
に
導
く
に
非
ざ
：

第

十

四

费

(

1

四
八
1

5

'

雜
，:
錄
：

ヲ5
N

セ
か.

の
此
想
1.

ケヰ

S
T

A
*

ク
H
i 

A

ス
ン
笫
十
辨
一
四

^
.



第
十
四
盤
，

0
5
a

m
t
'_

錄
ヲ

>..
セ.
；/1
>
0
思想
«
ダ
ヰ
メ
ァ
ム
，
ジ
キ

1
ム
：ス

策
十
鑰

i

ハ

れ
は
益
な
き
存
狂
れ
る
可
ぐ
、'
此
黯
は
以
.上
の
考
察
を 

離
れ
て
は
®
解
す
る
を
得
ざ
る
可
し
。』(Ib

id
v  pp:  .23-  

.24)，

か
ぐ
て
'『

人
は
他
に
如
何
^
る
存
在
^
示
.す

せ

雖 

1

元
來
ば
一
個
の
實
際
的
存
在
に
し
で
'彼
の
精
神
は
此 

:

の
世
界U

於
‘け
る
.彼
の
適
合
を
敕
け
ん
が
爲
め
に
與
へ 

ら
れ
た
る
も
の
也
。』

ど
。(Ib

id
 

2
5
)

而
し
て
斯
か
る
生
得
的
、〗

本
能
的
、.
衝
動
的
運
動
ょ 

り
發
し
て
其
が
理
性
的
知
的
又
は
高
等
な
な
心
的
活
動 

^
稱

せ

ら

る

>
に

至

各

過

程

^

%

..
X
1

ム...
ス
*>
本
權
の 

推
移
の
法
則 

law
s:  o

f  _tr

.p.n
sito

rkess  
-
に
よ
つ
て
、
明 

.
が
に
す
る
を
得
可
し
。(

op. Ib
id

.  

.pp.  

6
0-

6
1.  p

rin
d
.  

pies  o
f  P

sych
o
lo

g
y,  vo

l.

わ chap.  

IV

 p
.  

1
0
4
:  vo

l  

n
.  ch

a
p

'X
X

IV

 pp.  

3
9
4-

4
0

4s>
)

五
！！

人

の

衝

動

的

傾

向

の

多

く

は

或

I

淀
の
期
間
に
於 

て
»1
熟
す
而
し
て
適
當
な
る
對
象
の
蒋
茌
す
る
や
彼
等 

R
對
ず
る
行
爲
は
習
慣
^
な
っ
：て
獲
得
せ
ら
れ
其
は
以 • I、

象
纪
も
で
存
發
：ざ
る
場
合
に
は
衝
猶
は.1

®
l
s

®
^
'® 

成
^
る
R
先
ち
て
絕
滅
じ
去
れ
斯
く
て
爾
後
^
#
を
し 

て
此
等.
の
傾
向
に
従
；

V

適
當
な
る

R
應
を
敎
へ
ん
S
す 

る.
も
頗.
る«

し
マ
し
甘
ざ
る
可.
か
ら.
す
。
か
く
-T,

,

『

吾
人
が
外
的
見
地
ょb
生
物
を
觀
察
す
る
時
®
人 

を
|,
て
强
く
感
せ
：し
：む
るfs
一
 

の
事
實
は
彼
等
が
習
慣 

.
の
鮮
束
：な.
る
事
也
。
野
生
動
物
に
於
て
は
：，日
.々
の
行
動 

の1

般
は
出
生v

共
に
旣
に
扶
植
せ
ら
れ
た
る
必
然
の 

如
く
、
飼
畜
せ
ら
れ
作
る
動
物
殊
に
人
類
把
ぁ
つ
て
は 

其
は
大
‘部
分
敎
育
0
結
粜
た
る
の
觀
ぁ
り
。
笨
に
生
得 

の
傾
向
ぁ
：る
慣
習
を
稱
し
て
.
本
能
ミ
云
び
、，
敎
宵
に
ょ 

る
此
等
は
多
く
の
人
^
ょ
つ
てJi
ft
的
行
爲
ビ
稱
せ
ら 

る
。
！！
 

(p
rin

cip
les  

o
f  p

aych
o
lo

g
y.  

vo
l.  

I.  p
.  

1
0
4)  

而
し
て
ジr

ム
ス
は
此
の
本
能
.の
推
移
办
當
然
の
結 

論
ビ
し
て
主
張
し
て
日
く『

最
も
多
く
の
本
能
は
習
慣 

を
發
生
ぜ
し
め
ん
が
爲
めR
附
與
せ
ら
れ
，た
冬
も
の
に 

.L
て
、一

度
此
の
S1
的
に

-L
て
成
^
や
本
能
ミ
し
て
の

'

, 

後
櫞
續
せ
ら
ゐ
、
に
至
る
可
ぐ
之
に
反
し
て
此
等
の
對

:::

其
れ
自
瞍
は
心
现
的
經
濟
に
於
て
存
在
の
理
由
を
失
.̂

:
;
從
て
消
滅
し
去
5
に
至
る
。』

9

0:. p
.  

t

3

,"
,:
::
f.

支
配
す
冬1

大
勢
力
ミ
な
る
f

o

:

『

l i.
て
吾
人
の
生 

' 

.

. :
命

が

.
，

一：：

定

の

形

式

女

具

ふ

る

限

6

其
の
生
命
は
吾
人
の 

:
V '•「

：
;■
:■•

禍
福
^
對
^
て
組
織
的
に
構
成
せ
も
れ
、
吾
人
の
遲
命 

. 

.

.
の
如
何
を
間
は
ず
之
に
向
っ
て
吾
人
を
推
進
し
て
許
さ

、.

'

.
>
令
實
際
的
情
緖
的
及
び
知
的
習
慣
の
1.
括
^
外
な
6

.
ず
0』 (Talks,  to  Teachers  :  etc.  

pV  

6
4
)

然
も
斯
の
如

, 

♦ 

: 

’ 

.. 

-. 

.

. 

•
.
.

ノ 

：
.
:
き
著«

は
咎
人
が
肉.
體
を
有
す
る
の
事
實
ょ
办
結
果
せ
：
 

.

;■
;

:

る
一
の
物
®
的
法
則
に
基
く
も
の
k.
て

’

『

吾

人

の

神

經 

;
組
織
仍
有
機
的
物
質
' 0

可
塑
性
を
有
す
る
は
吾
人
が」

■:,

Q
事
物
を
爲
す
に
當
て
最
初
は
甚
し
く
酿
雛
を
感
す
ど 

.

‘ _  

.  

. 

雜
も
漸
を
以
て
益
タ
容
易
に
之
を
行
ひ
得
て
遂
に
充
分 

,

,:.
な
る
#

習
と
共
に
恰
も
機
械
的
又
'は
殆
f

.
事
な
く
し
て
行
ひ
得.
る
に
至.
る.
を
說
明
す
^
も
の
也
。
 

e
a

rp
e

lr

氏
の
言
葉
に
i
れ
ば
吾
人
の
神
經
組
織
は
ひ

1

葉
の
紙
又
は
一
着
：の
衣
類
の1
度
皺
に
な
り
又
は
褶 

.

.
析
せ
ら
れ
れ
る
後
は
常
に
同.1

の
®
曲
を
反
復
す
る
.ビ 

等
し
く
、
そ
の
作
^
す
る
狀
態
k
成
形
せ
ん
ミ
す
る
も 

の
也
。』(Ib

id

 

p.  

6
5)  (cf.  P

rin
cip

les  

o
f  

p
sych

o
o
-  

™ g
y.  

VO
L  

I.  chap
.  IV

，
H

ab
it)  pp.  

1
0
5 

"

一
 

T
h
e

 

T
e
x'r
f
r

B
o
o
k

 

o
f

 p
s
y
c
h
o
l
o
g
y
,

 

p
,

 1
4
9
)

:

一
一
次
的
性
雄
或
は
又.Wellin

g
to

n
'

公
に
ょ
つ
て
更 

k
大
な
る
意
義
を
附
與
せ
ら
れ
：た
る
習
慣
は
か
く
て
偷 

理
的
又
は.
社
會
的
意
義
を
有
す
る
に
至
る
可
し。' 
吾
入 

は
愛
に
習
慣
？
意
志
自
_

並
び..
に
其
の
實
任
の
所
在̂ 

•
就

て

の

，
考

察

(

of. p
rin

cip
le

s

o.f  p
sych

o
lo

g
y.  

VO
L  

. 

|  

L,p
p
.  

117

丨120 .
)

は
是
れ
を
避
：け
ジ
ュ
ー

ム
ス
の
所 

ノ
.：
謂
，習
慣
の
原
則
の
倫
理
的
及
び
敎
育
學
的
意
義
の

一

端 

に
つ
い
て
述
べ.
んV

欲
す
。

『

か
く
て
習
慣
は
社-#
'0, I

大
節
動
輪
に
し
て
然
：も 

»

最
も
重
ん
ず
可.

保
守
的
勢
力
也
。
唯
習
慣
に
ょ
つ 

.

て
の
み
菩
人
は
訓
令
の.
束
鱒
の
中
^
閉
固
3
れ
、
富
裕
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四
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號_

1

四
ん

0
子
弟
は
貧
窮
の
猜
疑
的
暴
動
ょ
6
保
讖
せ
ら
•
る
。
又
：'.

を
得
ざ
る
礙
牢
の
性
質
穴
は
非
ざ
る
可
し
。
蕋

し『

習 

,

;

之
に
ょ
つ
て.
の
み
生
游
0
如,

^
困»

を
極
め
且
つ
最
慣
は
神
經
中
樞
を
經
過
ず
る
通
路
の
構
^

^

侬
る
も 

-

も
嫌
厭
す
可
き
行
路
も
之
を
步
む
運
命
を
有
せ
る
人
夕
の.』

に
し
て
此
等
の
通
路
は
即
ち『

吾
人
の
肉
體
を
構 

に
依
:^
损

棄

せ

ら

る

、

を

見

ず

-:-
0
.其
は
漁
夫
及
び
舟
乘
' 

成
せ
る
有
機
的
物
質
の
可
塑
性
に
基
き』

.
然

も『

有
機 

:

:
>
を
む
て
煨
冬
に
茧
る
も
海
に
茌
ら
し
め
、
鑛
失
‘を
し
一
物
に
於
け
る
構
成
询
變
化
の
轉
移
は
無
生
物
^
於
け
る 

1
は
彼
の
暗
黑
;1
に
:|
1:
め
、
農
夫
を
し
て
は
風
雪
の
全
，I.

ょ
り
も
觅
に
迅
速
な
る
も
の
ぁ
る』

が
故
^
、.
且
0
爲 

歲
月
も
被
の
龃
末
な
る
陋
屋
及
び
寂
莫
た
る
農
場
に
留
|

の
可
塑
性
た
る
や『

一
勢
力
k
ょ
つ
'て
影

響

せ
ら
る
、 

め
し
:
む
、
其
は
砂
潢
氷
罄
の
地
帶
の
土
俗
の
侵
略
を
免\

(

の
弱
さ
と
然
も
其
の
勢
力
に
依
て
直
に
全
ぐ
%
解
す
る 

か
，
れ

し

め

て

五

2
人
%
護
ぅ_

は
菩
火
を
し
て
そ
の
養
育—

に
至
ら
ざ
る
强
さ
を
有
す
る|

組
織
の
昕
有
を
意
味 

'
せ
も
れ
又
は
初
め
^
撰
擇
'#
し
所
に
從
て
生
の
戰
鬪
を
，|
す』

石
名
の
な
る
が
故
ft
習
惯
の
震
は
之
を
承
織
す 

.

#
續
す
る
の
連
命
並
び
に
掛
己
に
適
せ
：'る
他
の
職
業
なj

る
を
得
可
し
。.(cf.  
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或
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會
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失
し
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に
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至
り
-^
る

理

に
:̂
つ
：
て

：小
遇
の

.
職.
業
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0
奴

隸

た

る

の

j
習

惯

に

關

す

る

取

實

中

猶

M
k -
重
大
な
る
意
義
あ
る 

連
命
を
甘
受
せ
し
む
::
0
そ
は
又_
異
6
た
る
妣
會
，の.
階

層

：は
ジ
ュ
ー
ム
ス
が
か
のR

o
u
sseau

を
嗤
へ
る
所
に
し 

_
を
«

全
し
て
其
の
棍
肩
を
避
け
ん
：|

‘.
.』

(

P

I

*

て

『

か
な
き
感
傷
主
義
者
E

て
夢
撒
家
の
徒
S

の 

p
ies  o

f  p
s

y
c

r
f
;

第

 ̂

生
命
を
敏
感
ど
情
緖
の
®
署
る
海
に
漂
は
し
何
等
別

'.
^
れ
共
撕
の
^
^
潛
猶
の
勢
カ
^
之

れ

を

改

葡

す

る

«
的
具
體
的
行
動
を
爲
さ 
>
る
彼
の
％
洛
0
如
べ
^
間
,

,.
 

，.
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•

:0
資
質
过
し
て
此
程
怯
懦
な
る
は
非
ざ
る
可
し
。
彼
の.

か
く
て『

人
ば
常
に
何
等
行
爲
化
|

る
_
な
き
感
情 

雜
辯
を
以
て.
怫
蘭
西
の
母
性
1:
唆

か

：し

「 _

然」

に

從

ふ

.

の
鐵
生
を
以
て
充
さ
れ
«

て
|缠
鈍
な
る
感
傷
的
狀
態
の 

.

て
彼
等
の
子
女
を
成
る
か
儘
^
藜
育
せ
ょ
^
唱
へ
た
る
停
留
す
る
に
至
る
。
之
れ
に
對
す
る
救
濟
は
如
何
な
る 

R
o

g
se

^
.

か
然
も
自
ら
の
子
女
を.fouad

ling  h
o
sp

ita
l|

感

，情

も

何

等

か

の

實

際

的

形

體

k
表
は
れ
ざ
る
が
如
き 

,

fc
送
6
し
ば
佘
が
意
味
す
る
所
の
顧
著
な
る
例
證
な
' 

は
之
れ
^
生
せ
し
め
ざ
る
に
ぁ
b
。

：

：

ょ

し

，其

表

現 

>
9
然
も
ル.
ッ

ソ

等

し

ぐ
^
人
が
W
象
的
に
成
案
は
世
界
に
於
け
る
最
微
の
も
の
た
ら
し
む
る
も
典
の
發 

，
せ

ら

れ

し
.「

唐」

*
振
俯
し
同i

の
：「

善」

が
化
®
し

j

生
を
失
は
し
む
る
^
れ
。』(p

rin
cip

les  

o
f P

sych
o
lo

g
y  

,
て
匿
ぐ
る
、
多
く
の
醜,
き
個
々
の
事
物
の
問
に
於
け
る
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若
し
吾
人
が
屢-

1

の
努
力
を
逃 

事
實Q

存
在
の
無
知
を
装
は
ん
ビ
す
る
は
何
れ
も
ル
ッ
一
避
せ.
ん
ビ
す
る
に
於
て
は
努
力
せ
ん
S
す
る
能
^
は
遂 

ソ
ー.
の
步
め
る
遒
を
進
む
者
な
ぅ
。
あ
ら
ゆ
る「

善」

は

j.

R
失
は
るA

に
率
る
1
く
又
若
じ
吾
人
の
注
意
カ
の
敢 

:

此
の
勞
茜
に
充
て
る
.世
界
に
於
で
は
彼
等
纪
隨
伴
す
るI

散
を
許
容
す
る
に
於
て
は
を
の
注
意
力
は
*
て
始
終
放 

.

も
の
の
卑
俗
な
る.
に
ょ
つ
、は
何
れ
も
化.
體
せ
ら
る
ど
は
一
散
の
狀
態
に
陷
る
化
至
ら
ん
。
か
く
て一

能
力
の
缺
除 

雖
も
そ
の「

善」

を
純
然
た
る
旦
つ
柚
象
的
形
式
^
於
は
其
の
能
力
の
始
め
1
り
存
在
せ
ざ
る
に
因
る
^
非
す 

.

.
，て
思
考
^
る
時
^
の
み
彼
等
を
德
徵
ず
る
を
^
る
者
^

し
て
寧
る
其
の
能
力
の
潜
在
的
存
在
が
遂
に
發
現
の
機
：

-

至
て
；は
洵
に.
嘆
中
可
し
。』

過«

に
小
說
溃
劇
^
漱
溺
し
，.

會
を.
失.
つ
て
徒
^
消
減
し
去
る
^
起
因
す
る
も
の
也
0 

.:

徒
に
感
傷
的
情
緖
の
興
盤
を
唆
り
：、
然
も
現
實
k
於
け
此
原
則
は
習
慣
の
法
則
が
物
質
的
法
則
な
る
事
實
R
i 

る
*
實
興
0 '
も
0.
に
對
し
て
は
^

然
無
細
を
#
は
る
。

る
當
然
め
歸
着
.̂

し
て
即
ち.
能
カ
>
の
存
在
及
び
«

の
§
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動
の
說
饊
を
保
證
せ
ん
^
は
菩
人
は
其
の
能
カ
の
發
現

に
充
分
な
•
る
：機
會
を
附
與
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
ラ
ッ
セ 

.
ル.
が
意
志
を
區
別
しV

內
的
意
志
ど
外
的
意
志
と
な
し.

外
的
意
志
は
外
部
の
隊
害
の
存
在
に
依
つ
て
，之
れ
に
對

. 

-
 

-
 

....

む
て
生
じ
览
ハ
强
烈
な
る
衝
動
又
は
願
^
の
表
現
^
な
こ 

\.
り
注
氣
は
富
め
る
生
命
^
ば
常
に
存
在
す
る
所
且
ス
常
ー 

:
ん

^
困
雛
な
る
^ '
圖
を
成
功
せ
し
む
る
に
必
婴
な
る
も
0
, 

な
れ
共
內
的
意
志
は
單
に
內
部
^
於
け.
る
慾
望
乂
は
願|  

:

求
の.
揃
著
す
る
時
^
の
み
必
耍
也
。
從
て
完
全
?
る
調 

和
的
性
®
ば
か
、
る
內
的
意
志.
の
存
在
を
必
要
^
せV
 

.

れ
ど
も
、
其
は
中
心
的
目
的
を
有
し
然

も

之
が
相

反

せ

一
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▲

衝
動
ドv

共
に
■並
存
せ
る
場
合
に
は
そ
の
•
首
要
a
的
に'j  

，到
達
せ
■ん
事
?:.
欲
す
る
人
々
に
.̂
つ
て
は
常
に.
必

要

なI  

.
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.
る
可
し
。
然
も
ラ

ッ：

セ
，
：ル
の

^

ふ
る
が
如
き
强
き
衝
動 

:
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の
自
由
な
る
發
展
を
許
容
ず
る
社
會
龃
織
{(
:
於
て
は
：か 

、

る

內

的

意

志

を

必

耍

ビ

す

;6
の

機

會

は

減
>
せ

ら

^

_

ざ
る
可
か
ら
す
。
1
內
的
意
志
に
ょ
っ
て
抑
施
せ
ら
れ

た

る

：衝

動

の

强

ぐ

且

重

.要

な

る

も

の

な

る

時

は

以

て

生
 

命

にW

つ

て

欠

く

可

か

ら

^

る

有

用

な

る

能

力

を

減
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す

る

k

¥
ら

ん
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る
生

命
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く
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る
•
を

得

可

か

ら

^

る

可

く

寧

ろ

放

慢

に

し

て

m
f.

rs
»

fi
H;
、dc 

■.
'な

る

生
..命
と

な

ら

む
。J .. (cf.  

B
.  

. Ru
ssell  

 ̂
p
n.
-p
o
o'
rg 

o
f  so

cial  

R
eco

nstructio
n  pp.  

2
v

-
2
3
9
)

以
て
皮
の 

•
思
想
文
ジ
ェ

I
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典

れ

5
相

似

た

る

を

知

る

可

し

。

『

心
的
狀
態
の
生
.理
學
的
硏
究
は
斯
く
し
て
道
學
的 

倫
理
の
最
も
有
カ
な
る
提
携
者
た
ち
、
神
學
の
唱
ふ
る 

死
後
に
構
へ
ら
れ
た
る
地
嶽
も
吾
人
が
習
慣
^
依
て
自
'
 

己
の
性
格
を
誤
れ
る
形
體
に
作
れ
る.
に
依
て
此
の
世
 ̂

に
自
か
ら
設
け
一
た
る
地
獄
に.
勝
b
て
恐
ろ
し
き
も
の
に 

は

非

す

。

若

き

者

を

し

て

如

何

に

容

易

に

彼

^.
が

單

な 

る
步
行
せ
る
習
慣
の
集
體
ど
な
る
や
を
理
解
せ
し
め
な 

.ば
彼
等
は
自
己
の
可
塑
的
狀
態
に
於
け
る
內
に
そ
の
行 

動
^
多
ぐ
の
注
意
を
拂
ふ
可
く
、
善
ビ
M
と
を
問
は
ず 

吾
人
は
，自
ら
自
己
の
運
命
を
妨
げ
，る
-者
に
：し

て

之

は

，
父

v̂ i .
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b
た
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間
钇
回
银
し
、
課
嚴
勸 
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:
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ッ;

勉
聰
智
、
善
美
秧
序
理
想
繁
榮
並
び
に
欣
快
の
徳
性
普 

か
く
て
吾
人
は
か
、
る
ジ
パ
ー
ム
.
ス
の
思
想

ょ

り

發
，
.

ね

ぐ『

醱
酵
性
の
疾
患
な
ぐ

貧
困
な
く
爛
醉
な
く
犯
罪 

.
し
て
吏
に
其
の
人
生
觀
を
窺
は
ん
ミ
欲
す
。

.ヾ
i

く
警
察
な
く
人
は
敎
養
あ
&
懇
篤
簡
素
且
つ
苹
等
に

- . 
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i

し
て
人
類
が
幾
世
漱
の
間
文
明
0
名
の
下
に
戰
ひ
、
惱 

:
w
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es:

:
が
人
顏
1
本
能
.に
關
し
て
述
べ
た

み

、
力
め
來
り
ね
る
最
善
の
美
果
を
有
し
人
類
社
會
が 

，
る

所

は

改

造

諭

Q

妄
想
的
許
畫
を一

嘲
に
附
し
去
ら
ん
あ
ら.
ゆ
る
，光
明
に
浴
し
煩
惱
な
く
關
黑
な
き
時
代
ぜ
な 

•

ど
す
る
ヵ
兔
し
然
も
彼
力
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!史
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を
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狀
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蠱
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又
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た
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湖
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に
於
け
る
著
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あ
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ゆ
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恨
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荒
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'る
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機

會
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得

ー

せ

し

め

ょ

,0
:
其
處
^
は. 

同
名
の
湖
畔
に
於
で
催
3
れ

食

る

、
宗

.
敎

的

會

合

、
後に高深き：

あ

b
絕

鑛

あ

：
私

險

蛆

：な
、る

理

想

あ

^V、

.

-*
般
0 .
:
知
識
敗
曾
合
と
な
々
社
會
3
想
實
^
^
紙
み.
た
バ
莊
嚴
に
し
て
無
窮
な
る
事
物
•
の
輝
あ
h
p
あ
ら
ゆ
：る
凡
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第
十
四
卷
、
0
西
九
0)

.雜

錄 

常
ぬ
死
せ
る
水
如
身
半
而
汶
眞
髓
t
に.
於
げ
る
i
ヶ
1 

M
fc
幾
多
の
希-
5蓄

：カ
ビ
は
愛
1:
'
存
す
^
也
。』

(Ib
id

.  

270-271
)

と
叫
ば
し
め
し
は
文
明
がj

而
只
管
に
安
穏 

.
ビ

秋
序
^§

智
ビ
仁
愛
ミ
を
求
め
蟄
み
來
左
り
し
に
、

.

尙
、
：

，

是
等
を
完
備
せ
る
理
想
鄕
R
對
す
る
人
間
の
本
能 

的
不
滿
を
鼯
ら
ん
€
す
：る.
も
0
也
。

:

;:

ベ

而
しV

か
、.
る
理
想
鄕
に
對
す
る
不
«--
の
服
因
は
此 

の
邪
惡
な
る
現
世
に
凡y

§

道
德
的
體
形
を
備
へ
し
め 

美
の
間
の
生
活
に
意
義
並
び
に
藝
術
的
_
を
附
與
す
る 

要
素
即
ち
力
<
#
闘
：
熱.
烈
艺
、
危
險
ミ
の
所
謂
險
難 

の
要
素
を
缺
く
が
敗
な
，̂
No 

『

生
命
を
眺
む
る
者
を
激
#
し
感
動
せ
し
む
る

も

の

、

ロ 

I
ペ
ン
ス
及
■び
彫
像
©
稱
揚
し
叉
物
警
都
市
の
紀 

. ^
碑
，-0
'蒂

人

に

逍

.
憶

せ

じ

^,
る
も
の 

'ね
、
何
，れ
も
附
黑 

の
力
に
對
す
る
光
明
の
力
の
'休
み
な
§
 

■闘
也
。
迫

ら
 

れ
*

る

機

會

及

ん

■で
ir
i
氣
を
以
て
時
々
死
の
颐
ょ
り 

勝
痢
を
機
取
す
る

也
。

然
る
に
彼
の
'云
ひ
中
裴
な
き

ヲ
少
セ
>v
の
思
想
と
ゥ
牛
V
r
'-
A
•ジ
H
I

ム
ス- 

笫

十

魏

l
at
lr.

ch
&

tau
q
u
a

に
於
て
は
死
‘の
存
在
の
豫
想
す
ち
何
续
 ̂

名

見

出

ず

能

は

.
ず

恐

く

は

勉

臉

の

生

じ

得

可

し

ビ

じ

ぅ 

る
一
點
を
も
之
を
認
む
’る

を

得

ず

理

想

は

^ -
く

完

全

の 

勝
苹
を
收
め
て
如
何
な
る
過
去
の
戰
鬪
も
そ
の
跡
を
业 

め
ず
恰
も
橈
を
外
し
て
休
め
る
端
舟
の
狀
態
の
*
し
o 

吾
人.
の

情

緖

の

要

求

，
せ

ん

,̂
す
，̂
は
^
W
の
.
繼

續

し

行
 

く
を
眺
め
ん
で
欲
す
る
也
。.
果

實

の

，食

せ

ら

る

、

こ
及 

ん
で
は
事
物
も
そ
の.
偕
値
を.
失..
ふ
o
沛
汗
ビ
努
力
.ビ
は 

極
度
k
緊
^
し
且
つ
艱
雛
^
處

ず

る

人

問

の

資

質

^

し 

て
其
は
：此
の
間
に
生
命
を
持
續
し
つ
ゝ
S

成
功
^
背 

を
时
け
つ
、
猶
も
觅
に
稀
有
の
嶮
し
§
道
を
求
め
ん
ビ 

す

。

か

、

る

事

物

が

其

の

孩

在

に

ょ

つ

て

菩

人

‘を

皴

鄉
 

す
る
も
の
^
し
て
か
>
る
存
在
を
菩
人
^
澈

、ら

し

又

は 

喈
示
す
る
は
之
れ
文
學
«

術
等
の
高
等
$
る
組
織
0
職 

能.V」

云
ふ
可
し
9』

然
ゐ
rcC

h
a
u

ta
u

q
u

a

に
^
サ
レ 

生

活

は

、
其

の

全

體

を

逋

じ

で

人

類

の

力

及

び

そ

の

1
 

な
る
»

替
の
上
に
加
へ
れ
る
偉
大
な
る
成
業
を
表
彰
t

\
\

j

.
可
§

戰
闘
の
跡
佥
ぐ
無
く

『

か
の
死
に
而
接
し
た
る
瞬

 

八

,

間
.に
.於
け
る
人
間
の
資
質
の
缺
除
はC

h
a
u
t
a
u
q
u
a

の

.

然
れ
共
各
個
人
の
1
想
た
る
や
個
々
の
境
迪
及
び
其 

生
活
0
:凡
庸
？
娜
味
の
缺
乏
^
の
充
分
な
る
說
««
'
た
る
の
性
能
に
よ
つ
て
谷
々
異
る
も
の
な
れ
は
か
の
‘ラ
ッ
セ 

可
じ
。』

(
I
b
i
d

 

p
p

':-
2
7
i，2

7
3
)

… 

ル
扒
個
性
の
發
達
は
靈
妙
な
る
直
雜
ビ
想
像
ビ
尊
敬
と 

か
く
て
眞
與
主
«

並
び
に
闲
難
に
抗
_

せ
る
；
ま

し

|

に
よ
つ
て
僅
に
外
部
よ
b
窺
知
じ
得
る
の
み
v
h
;4
へ
る 

せ
人
生
の
光
景
を
塑
み
つ
>
ゥ
.す

; ^
^

1

ム
ス
':
-
''.
に
等
し
く
ジ
ュ
ー

ム
ス
も
事
物
.の
價
修
に
就
て
は
個

 々

'は
積
極
的
カ
行
^i

を
唱
へ
た
b

°

:
‘ 

の
主
觀
的
評
價
を
重
せ
ん
と
す
る
も
の
也
o
.ジ
ュ
1
A 

『

東
洋
的
思
i>
論

^

#
び
に
悲
觀
論
者
を
し
て
彼
等
ス
が
前
揭
の
書
の
一
講O

n

 

a

 

C
ertain 

B
l
i
n
d
n
e
s
s 

in 

の
欲
す
る
所
を
云
は
し
め
:±
。
人
生
に
派
て
最
.も

深

奥

K

i

s
 

B
e
i
n
g
s

に
於
て
人
は
外
部
即
ち
他
の
人
々
並 

な
る
或
は
少
な
く
^
も
他
亿
比
し
て
よ
り
深
奥
な
る
意|

び
に
彼
等
の
內
的
生
命
に
對
し
て
は
如
何
に
無
知
な
る 

義

^

有
す
る
寒
實
は「

進
.，步」

で
ふ
.性
&
^
.る
.
.可
く
或
は
；.I.

■や

を

示

せ

.

.

.

.

又
.
.一
瞬
間
よ
り
他
の
瞬
間
に
茑
ヴ
そ
間
斷
な
く
連
纖
的
—

Y

事
物
の
價
値
に
關
す
る
吾
人
の
批
剑
は
其
の
®
値 

に
存
在
す
る
常
に
.新
奇
な
る
理
想
$
現
實
の
微
妙
な
る\

の
大
小
を
間
は
ず
之
等
事
物
が
吾
人
の
中
に
生
せ
し
め 

結

合

な

る

-¥
し
，。』 (

1
50:
.
,で
.29

4
)

即ち，
か、る
人
生
の
し
感
惝

R

よ
る
も
の
也
。
吾

人

が1

事
物
の
®
値
を
を 

，內
的
意
義
は
內
的
喜
悅
輿
氣
及
び
忍
耐
の
德
性
が_ j

脚

.

の
事
物
に
就
て
形
成
せ
る
舰
念
^
依
て
批
判
す
る
も
の 

の
理
想
と
結
合
す
な
場
合
に
於
て
の
み
完
全
に
且
つ
；告

也

ミ

す

る

場

合

の

如
&
.も
之
说
離
觀
念
を
の
も
の
•か
腕
. 

人
に
對
す
る
力
を
荷
す
名
を
得
る
也
。(

g.
C
L
> 29

1
)

に

一

の
感
情
ミ
連
，結
せ
る
も
の
な
'る
.が
故
也
。
葙
し
@

笫

十
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, 

n

 (

，
！'
.厕

九
5

..

.
_ 

錢

：

I

f

 

I

I
,■ 

' 

X.

が.
全
ぐ
無
感
情
I

か
或
は
又
觀
念
が
菩
人
の.
精

轉
•
ぐ
て
吾
人
の
批
判
が
他
の
生
活
S

義
I

す
る
や
そ 

,

.

の
容
る
、
唯

一 .
の
事
物
也
卷
ば
吾
人
は
直
£

て
01.

は
愚
腺
K
し
，
て

不

公

：岽

夂

吾

人

の

評

論

が

他

の

、

嗜
好
4

厭
ビ
を
失
a
生
活
中
の
一
狀
態
又
は
一
經
驗
々
の
狀
叟
は
理
想
の
僧
复
就
て
絕
對
的
に
其
の
決 

は
之
‘れ
を
姐
と
比
較
し
て
ょ
り
多
く
の
價
値
又
は
意
義
定
を
與
へ
んV

J

す
る
や
其
は
虛
诞
に
走
る
も
の
也
。
a
 

.
を
3

1

指
示
す
る
S

ざ
る
可
し
。』

(Ib
id

.  

P
'

ニ 

‘
 

,

2
2
0) 

.

.

:

二

.
：

：
 

, 
\

ヵ

く

て

觀

察

者

の

斷

，定

は

事

相

の

根

源

!5
:
失

ふ

.

確

,

:.

而
し
て
自
3
以
外
の
生
物
及
ぴ
人
々
の
有
す
る
感
情
實
に
し
て
眞
理
を
有
せ
ざ
る
填
必
せ
り
。
之

に

反

し

て
4 

:

に
對
し
て
無
知
I

事
は
何
人
も
率 

I

せ
l

i

體
は
批
判
せ
ん
？

る
觀
察
者
が
認 

て

『

菩
人
は
何
れ
為
限
せ
&
れ
た
る
職
能
鑫
務
ビ
|

_ 

S

行
す
る
實
際
的_

な
ぅ
。
個
人
は
自
己
の
藝

' 

E

て

後

者

が

多I

知

ら

ざ

る

間

甚

考

は

巡か
，，

.
の

意

璧

び§
_

の_

の

侬

つ

て

發

生

ず

；る

狀

態

.
多
く
を
知
る
者
ぞ
。
か
く
て
意
見
の
衝
突
觀
察
の
相 

.

.

.

の
意
f

 I

S

I

I

な
れ
共
此
S

Q

I
 

I

f

品
々
の
五
£
人
に
存
す
る
ニ
個
0
觖
ぐ
可
か
：ら

ざ

る

秘

.
若
は
雲
に
つ
い
て
最
も
多
く
を
感
知
す
る
者
に
し
じ 

..

密

此
の
秘
密
I

ず
る
.同
感
を
他
に
农
む
る
も
へ
決
し
て
感
ず
る
事
办
少
な
I

に
非
f

を

く
可
か
ら
ざ
る
秘
密
k
自
己
の
全
部
を
f

に
す
る
が
一
’.ゥ
す
？

ジ
1

s

t

 
ロ
ジ
ナ
州
の
山
中
こ 

故
比
吾
人
の
秘
密
に.
何
'̂
興
味
美
す
名
能
は
ず
。
か
於
け
る
開
拓
者
の
_

の
荒
寥
に
し
て
殺
暴
な
る
を

述
べ
て
後『

佘
は
直
に
此
等
の
狀
褪
が
有
す
る
そ
の
內 

，
的

意

義

を

認

め

得

ざ

り

し

®

®
^
&
 
9蔻
し
佘
に
ビ. 

つ
，て
は
此
等
の
開
拓
は
單
に
自
然
を
钿
奪
す
る
の
外
何 

も
の
も
語
ら
ざ
る
が
故
{(
:
自

か

ら

此

等

の

開

拓

^

從

事 

せ
る
不
屈
の
腕
と
順
從
な
る
第
鉞
ど
の
所
有
者
にV
J

つ

(  

て
も
此
等
の
光
景
は
他
の
歷
史
を
語
る
を
得
ざ
る
も
の
一
'
 

ビ
思
愉
せ
&
。
然
れ
典
彼
等
が
此
僧
惡
な
る
切
株
を
眺 

む
る
時
彼
等
の
思
考
ず
る
所
は
彼
等
の
勝
利
：の
實
感
な 

.
り
。散
亂
た
る
木
片
、幹
を
傷
け
ら
れ
た
■る
樹
木
粗
雜
な 

る
木
片.
の
垣
圍
は
何
れ_
も
|忠
實
攻
る
努
力
と
不
a
な
る 

勞
苦
並
に
最
後
の
報
酬
を
語
る
，。：.彼
等
の
芽
舍
も
彼
等 

並
び
：̂

の
妻
子
に
す
つ
'て
は
安
全
の
保
證
な
A
。
要
：
 

す
芯
に
佘
に'W

,

つ
て
は
網
膜
に
映
じ
た
る一

の
醜
惡
な\ 

:.
る
繪
«

に
過
ぎ
ざ
る
此
の
開
懇.
も
彼
等
：にV

J

つ
て
は
遒 

_

的
記
憶
を
有.
せ
る
懷
舊
的
表
徵
'に
し
て
義
務
と
封_

と
成
功
ビ
の
凯
歌
^
奏
ぜ
る
も
の
也
、
彼
等.
が
®,
ち
く 

は
吾
人
め.
禅
想
に
つ
い
て
曾
目
た
る
可
き
ビ

等
し
ぐ
余
，

は
彼
等
0
生
活
の
有
す
る
#
殊
の
现
想
に
對
し
て
全
く 

無
知
な
&
也&

b
id

.  

p
p
.  

2
3
3

丨23
4)

さ
れ
ば
人
の
營 

む.
生
活
の
形
體
の
如
何
を
間
ふ
事
な
く『

如
何
な
る
生 

活
も
之
れ
を
營
む
蓉
^
熱
滅
の
精
-»
を
生
せ
し
む
る
場 

合
に
は.
そ
は.
眞
R
意
*
あ.
る
生
命
^
■
な
る
可
し
。
時
に. 

'■從
ふ.
て
か.
、
る
熱
誠
ば
屢,

肉
體
的
行
爲
慾
ど
，結
び
或 

は
又
認
識
慾
又
过
想
#
^
或
は.
囘

想

的

_思

考

熟

ビ

結

合 

す
る
あ
b

,̂
嫌
も
そ
の
現
は
る
、
所
常
^
現
實
そ
の
も 

の
に
妙
味
熱
血
並
び
に
興
#
を
附
與
す
。
か
く
て
玆
に 

、

眞
正
の
意
義
存
す
可
{

然

も
.
か

>

6 -
意
味
に
於
け
る
人 

.
生S

意
義
は
到
る
處
に
見
出
さ
る
y
を
得
し
。』

0
0*
5:. 

P

 

2
3
4
)

,

.

か
の
詩
人®

人
暝
想
家
の
生'®
に
見
る
が
如
き
放
漫 

な
る
生
活
の
：

.i

形
式
は
い
一
般
に
商
業
的
惙
値
の
檫
準
ょ 

.

り
砰
景
す
る
時
は
一
の
無
爲
の
生
活
な
ら

i f

も
自
か̂

 

斯
の
如
き
生
活̂

貴
重
な
る
意#

を
生
#

し
む
可
き
他 

'
の-

價
値
枇
剑
の
檩
準
あ
^

を
；忘
却
ず
る
能
は
す
。
宇
宙

* 

. 

. 

、 
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ク
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第
十
賊
 

マ
S

-U

、

:

の
あ
ら
ゆ
る
存
在
現
象
に
滿
悅
の
感
；̂
を
向
け
愛
^

無
.

主

，張

を

敢

て

す

る

を
#

ざ
る
可
ぐ
、
又
此
等
の
生
活
が 

量
の
.意
義
を
認
め
ん
せ
せ
.し
十
九
世
紀
'北
米
の
詩
入
生
：

吾
人
に
.ミ
つ
て
如
何
に
理
解
し
易
し
S
す
る
も
そ
を
彼
. 

:

.:!
活
ど
天
空
に
輝
け
る
ぼ
を
仰
ぃ
で
之
を一 :

嘲
^

附
ム
^

,

等

獨

自

の

，見

地

に

於

て

而

も

何

等

他

^

危

害

を

及

す

事 

:

:
;!
:
:
:る
同
世
紀
の
蘇
格
蘭
の
胤
想
家
の
生
活
€

の

間

に

存

す

’
な
く
し
て
亨
樂
せ
る
人
々
は
之
を
默
容
し
尊
敬
し
且
つ 

る
差
属
は
如
何
ビ
も
す
可
か
ら
ず
^
す
る
も
、
喜

悅

せ

放

任

す

可

き

も

の

也

。
近
付
く
を.10 -

め
ょ
。
如
ガ
に
一 

:

る
自
2
を

感

じ

て

幸

福

を

望

ま

ん

ビ

ず

，る

時

は

|

デ

|
觀

察

者

が

自

己

の

存

せ

る

.特

殊

の

地

位

に

ょ

つ

て

觀

察 

m
a
n
:

の
他
界
はC

a
r
l
y
l
e

の
li
t

界

に

比

し

て

此.の

自

的

|

の

特

殊

的

卓

越,?
:
有
す
可
し
ビ
.は
•云

へ

眞

雙

は「

善」

 

の
爲
め
に
迤
か
.に
幸
多
く
且
實
現
の
望
み
多
き
も
の
ビ
::
の
全
部
は
決
し
て
一
觀
察
者
に
啓
示
せ
ら
る
可
|

の 

去
ふ
を
得
可
し
-
瓦

は

^

 

价
？

に
非
ず
牢
獄
又
.は
病
院W

雖
4
そ
れ
等
特
有
の
示
現
を 

.
I
 .一
 R

e
c
o
n
s
t
l
;
l
§

ベp. 

3
6
”

: ^J
a
m
e
s

 : 

T
a
l
k
s
'
t
o

:• .I.

有
す
可
く
、
.か

ぐ

て
吾
人
は
大
な
る
世
界
に
存
す
る
他 

シ
；

le
r

b
n

'lo
lo

^
:  et

ギ

^

實
同
二
の

宇
宙
が
が
く
も
相
反
せ「

る
印
象
を
與
ふ
る
所
會
に
對
し
て
忠
實
に
且
つ
自
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